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図1:拡張セルフコンシステントt-matrix近似の概念図 図2:ファインマンダイアグラム
3 相図
図3は上述の計算から得られた相図である｡Tcはホール ドー プ量6- 0.11に極大をもち､6
を減少させるとともに減少する｡また Tsg､Toは 1/TITの計算結果から得たものである.図
4に 1/TITの温度依存性を示す｡高温では 1/TITは温度を下げるとともに増大する｡これは
スピン揺らぎの増大を意味している.我々は 1/TITが増大し始める温度を Toと定義 した (
[碁(1/TIT)IT=7T.]/[(1/TIT))T→仰,6=0.1】--2×102)0 1/TITは6i0･11ではいったん増大し
た後､ある温度で極大となり減少に転ずる｡この極大となる温度を ng とした｡図4のinsetは
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図7:p(LJ)/pO(LJ)
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図8:フェルミエネルギーにおける
1粒子スペクトルβ(k,〟-0)
｢強結合超伝導 -pseudogapを中心として-｣
5 結論
本研究ではd-p模型に基づき拡張セルフコンシステントt-matrix近似を用いて､超伝導転移
温度Tc､NMRの1/TIT､状態密度､1粒子スペクトルを計算した｡その結果､スピン揺らぎと
pseudogapがともに成長を始める温度としてのT.を定義でき､(1)1/TITはT5Toで温度を
下げるとともに増大するが､低 ドー プ領域ではTsgを境に減少に転ずること､(2)1粒子スペク
トル上のpseudogapはTSToで温度を下げるとともに成長すること､(3)Tcのホール ドー プ
量 ∂依存性は実験とコンシステントであることがわかった｡これらの結果を導くには､スピン揺
らぎの増大とpseudogap効果をコンシステントに扱うこと､及びバンド幅が∂に比例する準粒子
バンドに基づくことが不可欠であった｡
なお､本研究は文部省の科学研究費の助成を受けて行われたものである｡
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